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西 アフ リ力収集調査行か ら

小 川 了*

1.は じ め に

　着任以来,ち ょうど1年 目 にあたる

1978年11月1日 から同年12月10日 まで,

昭和53年度,国 立民族学博物館西アフリ

カ資料収集調査業務に携わった。今回の

私の収集業務は従来のそれと若干異なっ

ていたので,ま ずそのことを記 しておき

たい。今回の西アフリカ資料収集調査行

は,当 初からそれのみで独立に計画され

たのではなく,1978年9月1日 に出発し

た本館 の和田正平助教授 を 隊長とする

「熱帯アフ リカにおける物質文化の比較

民族誌的調査」隊に現地で合流 して,同

調査隊がすでにおこなっている学術調査

の一部を,私 がおこなう予定の収集業務

に織りこむという形で計画されたもので

あった。すなわち同調査隊のうち,和 田

正平助教授,お よび江ロー久助教授は ト

ーゴにて,端 信行助教授はカメルーンに

て,そ れぞれ物質文化を中心にした調査

をおこなう。他方,私 はすでに調査経験

のあるセネガルでの収集業務を終えた後,

トーゴにて和田,江 口両助教授と合流 し,
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両助教授の調査結果にもとづき収集をお

こなうという内容である。端助教授が調

査をおこなうカメルーンに関しては,同

国での資料収集はかつて江口助教授によ

り集中的になされていること,お よび私

の収集日程が計40日 と短いものであるこ

となどから,今 回の収集調査計画には当

初からふくまれなかった。

　今回の収集旅行では仮面,木 彫などの

収集もさることながら,一 般生活用具を

中心に集めることが第一の目的であった。

つまり,そ れぞれの部族の中心的な生業

形態に密着 した道具をとおして,部 族生

活を理解しようとするものである。仮面,

木彫などは芸術的な観点から高い評価が

与えられているのみな らず,そ れらは各

部族の特徴的な儀礼組織に結びついてい

る点で大変重要なものである。ただ,こ

れ らの 「芸術品」は世界の愛好家が競 っ

て求める対象となり,そ の多 くはいわゆ

る骨董屋の手に渡っていることが多い。

骨董屋が所蔵 しているものは一般に値は

割高であるが,保 存状態はよく,モ ノ自

体に関してはす ぐれた ものが多いことな

どから,モ ノについての情報がしっかり

している限り,骨 董屋,民 芸品店から購

入する方法にも,そ れなりの長所利点が

認められる。今後ますますの値上 りが予

想されることを思えば,早 いうちに買っ

てお く方がよいとも言える。

　しかし,そ ういった収集方法だけがす

べてでないことは論をまたないだろう。

日常生活に使われる道具が欠落するおそ

れがあるからである。日々の生活をおこ

なっていく上で,人 々はどのような道具

を使っているのか。そこで,私 は,人 々
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にとって日常的に必要な,「 ごくあた り

まえ」の道具を収集することに主眼をお

くことにしたのである。したがって,本

館の梅棹 館長がいわれている「ガラクタ」

に類する資料 も遠慮なく購入することと

した。この点に関して微妙な問題がない

わけではない。つまり,村 落部にはいり,

村人が日常的に使っている道具を買い取

りたいといった場合,村 人はまさにその

道具を今つかっているのだから,.手放 し

たが らないということである。モノに相

当する金額を払うといっても,モ ノその

ものに愛情がしみこんでいるのだから無

理からぬ話である。特に今回の私の収集

行のように短期間のうちにいくつかの地

域をまわろうとすると,こ の問題は矛盾

としてはっきりあらわれる。代替物を作

ってもらうだけの時間はないからである。

このような場合,大 袈裟にいえば,収 集

者の人間性ということが表面にでるだろ

う。つまり,収集者 が支払う金の多寡が問

題なのではなくて,人 々と私〈収集者〉

との間に人間的な信頼関係ができるかど

うかが鍵となる一のである。

　 実際には初めて足を踏み入れる土地で

収集することも多く,信 頼関係を結ぶこ

とははじめか ら無理な場合 もある。それ

でも購入しようとするそのモノについて,

私に学ぽうとする熱意と謙虚な姿勢があ

るかどうかが決め手になるのだというこ

とを今回め収集行を通 じて学ぶことがで

きたと思 う。

2.収 集 日程,計 画 と実 際

　上に記 したような基本計画にもとづき,

和田正平助教授,端 信行助教授の意見を

考慮にいれて立てられた収集日程の計画

は下記の通 りである。

1978年

11月1日 　Osaka-一 →・

　　　　　　　　Paris(FRANCE)

11月7日 　　Paris→

　　　　　　　　Dakar(SENEGAL)

11月27日 　 Dakar→

　　　　　 Abi(麺an(C6TE　 D,IvOIRE)

11月30日 　 Abi(ljan-→Lom6(TOGO)

12月10日 　 収 集 調 査 完了

　 西 ア フ リカ の資 料 収 集 に行 くに あ た っ

て,パ リ(フ ラ ンス)で1週 間弱 と どま

った 理 由 は次 の通 りで あ る。 ひ とつ は ビ

ザの 問 題 。 ア フ リカ各 国 はた とえ 短 期 間

の滞 在 で あ って も ビザ を取 得 して お か な

け れ ば な らな い 。 セ ネガル,お よび コー

ト・デ ィボ ワール に関 して は 日本 に大 使

館 が あ る の で ビザ 取 得 は 日本 でで き る。

しか し,ト ー ゴ につ いて はパ リで ビザ を

得 る他 な い 。 ビザ取 得 の ため に は 普 通,

3～4日 か ら1週 間 ぐ らい の 時 間 を見 込

んで お か な け れ ば な らな い。 も うひ とつ

の理 由 は,西 ア フ リカで 購 入 した 資 料 は

一 度 パ リまで 送 られ ,パ リの 日本 通 運 支

店 で ま と め られ,一再 び 巳本 に向 けて 送 ら■

れ る こと に な るの で,そ の間 の 手 続 きを

パ リ日本 通 運 支 店 に 依頼 して お か な け れ

ば な らな い。 と こ ろが,た ま た ま11月1

日,2日 は キ リス ト教 の 諸 聖人 の祭 日 と

な り,さ らに土 曜,日 曜 は もち ろ ん休 業

とな るの で少 し余 裕 をみ て お く必 要 が あ

った 。 も ち ろん,パ リに滞 在 す る この 期

間 中 に資 料,特 に 文献 資 料 を 購 入 す る。

　 セ ネ ガル は 予 定 で は3週 間 弱 の 滞 在 で

あ る。 到 着 後,現 地 の 日本 大 使 館 にて 私

の業 務 内容 を 説 明 し,許 さ れ る範 囲 内で

の援 助 を お願 い した 上 で,す ぐに も北 西

部 の ジ ョ ロ フ地 方 に 行 く。 ジ ョ ロフ地 方

で はす で に私 が よ く知 って い る フル ベ の
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人 々の 村 々 で,彼 らが 営 む 半 農半 牧 の生

活 に係 わ る用 具 を収 集 す る。5日 以 内 で

ジ ョ ロフ地 方 で の収 集 を終 了 し,一 度 首

都 に もど り収 集 品 の整 理 をす ませ た上 で,

今 度 は南 部 の カ ザ マ ンス地 方 に行 き,そ

こで は稲 作 と漁 業 を営 むデ ィ ラオ族,ま

た,農 耕 を 営 む マ ンダ ング系 の 人 々の 村

で 収 集 を した後,セ ネ ガル の 中に あ る別

の 国,ガ ンビ アを経 て ダ カ ール に も ど り

整 理,発 送,と い うの が私 の予 定 で あ っ

た 。

　 トー ゴ に関 して は 先述 の よ う に,和 田,

江 口両 助 教 授 の 協 力 が得 られ るの で,10

日で全 業 務 を 終 え られ る はず だ 。

　 さて,以 上 は 出発 前 の計 画 で あ る。 実

際 に はす べ て この 通 りに事 が運 ば れ た わ

け で は な い。

　 まず,セ ネガ ル に 到 着す るや,い きな

りイ ス ラム教 最 大 の お祭 り,タ バ スキ に

遭 遇 し,ま る4日 間経 済 活動 が ほ とん ど

ス トップ した た め 動 き が と れ な くな って

しま った 。 さ らに,収 集 品 の整 理,梱 包

作業 に予 想 を は るか に 越 え る 日数 が か か

り,セ ネ ガル で の 滞 在 予定 日数20日 を 大

幅 に オ ーバ ーす る こ とに な った。 そ の た

め コー ト ・デ ィ ボ ワー ル で の収 集 は断 念

す るほ か な くな った 。 そ の上,ト ー ゴへ

の 到 着 が遅 れ,和 田,江 口両 助教 授 に は

多 大 の迷 惑 を か け る こ とに な る。 コー ト

・デ ィ ボ ワール の 日程 は当初 の計 画 で も

3日 間 の滞 在 日数 しか な く,そ の間 に収

集,整 理,発 送 まで で き る と考 え た 当初

の予 定 が 甘 す ぎ た と いわ な けれ ば な らな

い。 いず れ,3日 間 で は良 い収 集 が で き

るわ け もな か ろ うか ら,コ ー ト・デ ィボ

ワ ール で の収 集 を 断念 した こと自体 は そ

れ ほ ど重 大 な こ とで は ない 。 そ れ よ り も

トー ゴへ の 到 着 が遅 れ た結 果,そ の間,
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私の到着を待ってロメに待機 していて下

さった和田,江 口両助教授に心配をおか

けしたのみならず,両 助教授の行動を数

日間にわたって制約 したことになり,そ

の点まことに相いすまなく思っている。

その上,セ ネガルでの収集業務の終盤1

週間は資料の整理,梱 包の作業で毎夜2

時頃までかかったため,疲 れと悪性の下

痢で,ト ーゴについてからは両助教授に

私の健康についてまで心配をかけること

になって しまった。誌上を借 りて深くお

詫びと感謝を申し上げたい。

　セネガルでの収集業務が遅れた理由は,

先にも述べたように予期しなかったタバ

スキの祭 りで4日 間動きがとれなくなり,

さらには収集後の整理,梱 包の段階で乾

季としては48年ぶりという長雨に3日 間

降りこめられたため戸外での作業ができ

なくなるなどの悪条件が重なったことも

あるが,整 理,梱 包を短期日でできると

予想 した私が村落部での収集に少 し時間

をかけすぎたこともある。アフ リカでの

収集業務は梱包もみずからおこなわなけ

ればならないことを考えると,整 理,梱

包には十分の時間をみてお くことが必要

である。

　なにしろ初めての経験で,緊 張の連続

か らついには体調をくずす結果ともなっ

たが,和 田,江 口両助教授の協力を得て,

公務出張期間をオーバーすること3日 で

全業務を完了しえたのはまだ しも幸いで

あった。

3.収 集 品 か ら

　 (1)農 具

　 セ ネ ガル の 首 都,ダ カ ール か ら北 東 へ

300キ ロ上 った あ た りか ら 東 に む けて ひ

ろ が る地 域 は フ ェル ロ と呼 ば れ る半 砂 漠
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地 域 で あ る。 ジ ョロ フ地 方(行 政 的 に は

リンゲ ール 県)は そ の 一 角 を 占め,セ ネ

ガ ル の主 要 農 産 物 で あ る南 京 豆 の 栽培 北

限 とな って い る。 同 地 方 はま た,ト ウ ジ

ン ビエ,お よ び南 京 豆 の 栽 培 を生 業 とす

る ウ ォ ロフ族 と,季 節 的 移 牧 を お こな う

フル ベ族 の 混在 地 帯 で あ る。 気 候 お よび

土 質 の 条 件 は決 して 農 耕 に適 して い る と

は言 い が た い。 ア カ シ ア科 の植 物 が まば

らに 散 見 で き る大 地 は一 面 砂 にお お わ れ

て お り,年 間 の平 均 降 雨 量 も過 去30年 で

450　mm前 後 で しか な い。 しか も,こ の

降 雨 は 毎年 の 雨季(7月 か ら10月 半 ば 頃

まで)の 間100日 前 後 に集 中 して い る。

つ ま り,こ の地 方 で の農 耕 は雨 季 の間 の

み に集 中 して お こな わ れ る もので あ り,

作 物 も短 期 促成 が可 能 な もの に限 られ る。

雨 季 に は また,禾 本科 の植 物,お よび 一

般 に ク ラム ・ク ラム と よ ば れ,す る どい

bゲ のつ いた 実 を むす ぶ 植 物(CenchrUS

∂銅07π∫)が 地 を お お うので 牧 畜 も可 能 と

な る。10月 半 ば 頃 か ら翌 年6月 末 頃 まで

続 く乾 季 の 間,一 切 の農 耕 は不 可 能 とな

り,.牧 草 もなべ な るの で,そ の 間… フ ル

ベ は家 畜 を つ れ て 南 下 を余 儀 な くさ れ る。

　 この よ うな 気 候 条件 の な か で栽 培 され

る農 作 物 は,人 々の 食 生 活 の 基 盤 を なす

トウ ジ ン ビエ(Pennisettim　 gambicum,お

よ びP.Polystac@um),お よび 換金 作 物 と

して の南 京 豆(Arachis吻ogσ6の が主 で

あ る。Sorgheem(モ ロコ シ属)は 一 般 に

よ り多 くの水 分 を 必 要 とす る こ と,お よ

び 成熟 まで の 期 間 が長 い こ とな どか らほ

とん ど栽培 され て い な い 。 上 記2作 物 の

ほ か に は ニ ェ ッベ とよ ば れ る 豆(晦%

sinensis),お よ び ロー ゼ レ(HibiSCUS　 sab-

4αγ換)な どが 重 要 で あ ろ う。

　 この 半乾 燥 地 域 で の 農 耕 を さ さえ る代

表 的 な 農 具 は,セ ネ ガル の ウ ォ ロ フ語 で

イ レール(正 確 にはilleer)と 呼 ば れ,

フル ベ族 の人 々は ゴ ップ(gopρU)と 呼 ぶ

長 柄 の 手 押 し鋤 で あ る。 鋤 部 は 幅 約20セ

ンチ,前 後 の 長 さ約15セ ンチ、 鋭 角 状 の

半 月 形 を した 鉄 の 刃 で で きて お り,刃 の

根 元,中 央 部 に柄 を は め こむ 台 筒 が と り

つ け られて い る。 イ レー ル の何 よ りの 特

徴 は そ の柄 の長 さに あ り,普 通2メ ー ト

ル を こえ る。 人 は 胸 元 か ら前 方 に腕 を 押

しだす よ うに して 使 うので あ るが,台 筒

は鋤 部 に対 して 角 度 を も って と りつ け ら

れ て い る ので,人 は立 った ま まで 使 用 で

きる。 イ レール は基本 的 に は除 草 具 で あ

る。地 表面 の下4～5セ ンチ の と ころ を

す(鋤)く ので 雑 草 の 根 を切 る。 トウジ ン

ビェ に せ よ,南 京 豆 にせ よ,播 種 後,雨

が 順 調 に 降 りさ えす れ ば 成 長す る ので,

そ れ と同時 に た え間 な くはえ る雑 草 の除

去 が人 々 の主 な 仕事 で あ る。 トウ ジ ン ビ

エ,あ る い は南 京 豆 の根 を 切 らぬ よ うに,

そ れ らの 間 に は え た雑 草 を 能 率 よ く除 去

して ゆ く道 具 と して,鋤 部 の 大 き さ も適

当で あ一り,ま た,立 っ た ま ま作 業 が で き

る イ レー ル は す ぐれ た もの で あ る。 も ち

ろん,除 草 の た め だ け で は な く,空 気 を

いれ るた め に 土 を 鋤 き か えす 時 に も用 い

られ る し,イ レー ル を垂 直 に立 て て 播 種

用 の 小 穴 を つ くる の に も用 い られ る。

　 この 種 の 手 押 し鋤 は西 ア フ リカ,サ ヘ

ル 地 域 に広 く分布 して お り,川 田順 造 氏

は オー ト ・ボル タ,ド リの フル ベ 族 で,

また ア リビ ンダ の クル ンバ 族 で 同 様 の も

の を採 集 して お られ る。 さ らに,Arkell,

お よ びMonodの 報 告 に も とつ い て

P61issierは この 種 の手 押 し鋤 の分 布 を 西

は大 西 洋 側 セ ネガ ル か らハ ウ ッサ 圏 を 通

りチ ャ ッ ド,さ らに ス ー ダ ンのダ ル フー
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写真1　 イ レ ー ル を 使 っ て の 除 草 作 業

ル,コ ル ドフ ァ ンに まで及 ぶ ことを 述 べ

て い る[PELIsslER　 1966:891。 ま た

P61issierは,15世 紀 のCa　 da　Mostoの

報 告 に手押 し鋤 の報 告 が あ る こ とな どか

ら して,こ の 農 具 が ヨー ロ ッパ 人 の発 明

に よ る もの で は な く,現 地 人 の発 明 に よ

る こと を述 べ て い る[PELISSIER　 1966:

写真2　 イ レールの

　　　　刃の部分

89-90]。 この手 押 し鋤 は しか し,川 田氏

も述 べ られ る とお り,動 物 や 人 にひ かせ

る黎 を生 み 出す もの とはな らな か った こ

と を記 して お こ う[KAwADA　 1975:15]。

動 物 に ひか せ る黎 はサ ハ ラ以 南 の ア フ リ

カ には ほ とん どな い 。

　 この長 柄 の 手 押 し鋤 は ジ ョ ロ フ地 方 で

は ウ ォロ フ族,フ ル ベ族 と もが使 う もの

で あ る。 長 柄 の手 押 し鋤,イ レー ル に対

し,ジ ョロフ地 方 で もウ ォ ロ フ族 に は散

見 で きる 短柄 の 手 押 し 鋤,ソ ク ・ソク

(sok-sok)に つ い て ふ れ て お こ う。これ は

イ レー ル と対 比 す るた め に こ こで 記 す も

ので あ るが,主 な 使 用域 は ジ ョロ フで は

な く,3◎Qキ ロ メー トル あ ま り南 下 した

サ ル ー ム河 とガ ン ビア河 に は さ まれ た地

域 で あ る。 こ こ らあ た りに来 る と年 間 降

雨 量 は ジ ョ ロ フ地 方 の 約2倍 にあ た る

900ミ リほ どあ り,土 質 も砂 の多 い ジ ョ

ロ フ地 方 に比 べ れ ばず っ と粘 土 質 に近 く

な って い る。 植 物 の根 茎 も多 くな る こ と

か ら,丁 寧 な作 業 が要 求 され,立 った ま

ま使 うイ レー ル で は無 理 で あ る。 この よ
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写真3　 ソク ・ソク(全 長約50セ ンチ)

うな理 由 か ら,こ の 地 方 の ウ ォ ロフ,お

よ び マ ンダ ング系 の ソセ族 な ど が使 う除

草 具 は ソ ク ・ソ クで あ る。 ソク ・ソ クの

鋤 部 の形 は イ レール の そ れ と似 て はい る

が 同 形で は な い。 ソ ク ・ソ クの柄 部 は約

40セ ンチ の長 さで あ り,し た が って しゃ

が ん で片 手 で押 して 作 業 す る。 も う一 方

の 手 はす で に鋤 いた 部 分 に掘 りお こされ

た 雑 草 の根 な ど を取 りは らうの に 使 え る。

柄 の 部分 は なか な か精 巧 なつ くりで あ り,

親 指 と人 差 し指 の股 の部 分 を 有 効 に働 か

せ る こ とが で き る。 柄 が短 いた めイ レー

ル よ り正 確 な作 業 が可 能 で あ る。 だ た,

しゃが ん で前 進 しな が ら使 う道 具 な の で,

立 った ま ま 作業 で き る イ レール に く らづ

れ ば よ り多 くの疲 労 を と もな う とい え よ

う。

　 さ て,再 び ジ ョロ フ地 方 に もど る と,

イ レー ル の ほ か に,konkoと よ ばれ る短

柄 の手 鋤 が あ る。 これ は 長 さ8セ ンチ,

最大 幅5セ ンチ ほ どの 鉄 の 刃 の根 元 を 細

くし,木 の柄 にあ けた 穴 に差 し込 んだ も

の で あ る。 刃 を 差 し込 む 部 分 は手 元 に く

らべ ふ と くな って い る。 除 草 用,お よび

下生 え を除 く際 に も有 効 な 道 具 で あ るが,

特 徴 と して は南 京 豆 の 播 種 に 使 わ れ る こ

とで あ ろ う。 人 は腰 を ふ た つ に 折 り,南

京 豆 を左 手 に握 りこみ,右 手 にkonkoを

もち,konkoの ひ とふ りで 小 穴 を つ くる

と,そ こ に左 手 の南 京 豆 を 植 え,順 次,

後 ず さ り しな が ら作 業 す る。 身 体 を ふ た

つ に折 り曲 げ て お こな うので,前 に 進 む

よ り後 ず さ り しな が らの 方 が は るか に 楽

で あ り,作 業 す る人 は か な りの 速 度 で お

こな って い る。

　 ジ ョロ フ 地 方 で は この ほ か に,ふ た

ま た に な った 自然 の 材 木 を 利 用 し た

腋 の ππ と よば れ る道 具 を 一 つ 購 入 した 。

これ は長 さ180セ ンチ程 で,具 合 よ くふ

た ま た に な った 部分 が使 わ れて お り,南

京 豆 を収 穫 す る際,根 の部 分 を掘 りか え

す た め に使 われ る。 うか つ に して,何 の

木 を使 った もの かを 問 い忘 れて い る が,

い ず れ調 べ る機 会 は あ ろ う。 や は り,立

った ま ま 前方 へ 押 しなが ら作業 で き,し

か も先 端 に 鉄 の 刃 がつ いて い るの で は な

く自然 の 枝 木 を切 った ま まで あ るた め,

南 京 豆 を 傷 つ け る こ とな く 掘 り お こせ

る。 自然 物 を 利 用 した もの と して た い へ

ん 合 理 的 で あ る 。

　 そ の 他,一 般 に フ ラ ンス語 で はcoupc-

coupe,ス ペ イ ン語 で はmachetteと 呼

ばれ,そ の 両 方 と もが ア フ リカで 広 く通

用 して い る山 刀 が あ る。 これ は大 方 が 刃

渡 り45セ ンチほ どで 万 能 具 の ひ とつ で あ

る。 農 耕 民,牧 畜 民 と も この 山刀 を肩 か

写真4　 ナーフィル ドゥ

　 　 　 　 　 (全長約180セ ンチ)
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ら紐 で 吊 り下 げ て い る 人 を 見 る の は珍 し

くな く,小 枝 を 切 り落 した り,灌 木 を伐

りは ら った り,多 用途 に使 わ れ て い る。

　 も うひ とつ,フ ル ベ がngoobaanと 呼 ぶ

穂 刈 り庖 丁,お よび 農 具 とは い え ない が

牧 畜 民 フル ベが 使 う井 戸 掘 り用 の木 製 ス

コ ップを あ げて お こ う。

　 ngoobaanは 厚 さ1ミ リ程,刃 部 の長 さ

14セ ンチ,高 さ3.5セ ンチ ほ ど の手 の ひ

らに は い る大 き さの 庖 丁 で あ る。 背 側 中

央 部 に あ る柄 を 中 指 と薬 指 の 間 に は さみ

使 用 す る。 背 の 部 分 に は チ ュー ブを 切 っ

た背 あて が つ い て い る 。 トウジ ンビ エ は

まず 根 元 か ら切 り,つ い で 穂刈 り庖 丁 で

穂 の部 分 を 切 り と る。

　 木 の ス コ ップ はプ ラー ル(セ ネ ガル で

の フル ベの 言 語)で ♂αη と呼 ば れ る もの

で,普 通,bani(PterocarPers　 erinaceus)の

木 が使 わ れ る。 長 さ150セ ンチ ほ ど,舟

の権 の形 に似 て い る。 これ は 井戸 掘 り用

の ス コ ップで あ るが,人 間 が飲 む 水 を 得

るた めで は な く,家 畜 に 飲 ませ る ため の

井 戸掘 り用 で あ る。 足 で 踏 み こむ ので は

な く,も っぱ ら手 を 使 って土 を掘 り出 す 。

サ ヘ ル地 帯 の砂 の 多 い 土 壌 で あ れ ば こそ

有 効 な道 具 と いえ よ う。 現在 で は深 井 戸

が か な り掘 られ て い るの で,lanを 実 際

に使 う機 会 は多 くはな い と思 わ れ るが,

現在 の フル ベ の若 者 達 で も 伽 を使 って

の 井戸 の掘 り方 を よ く知 って い る。

　セネガル国の中南部には東西に流れる

ガンビア河がある。この河の流域 両岸

のおよそ20キ ロメー トルずつは旧英国領

のガンビア国である。つまり,ガ ンビァ

国は大西洋への出口を除 くまわりすべて

をセネガル国にとりかこまれている。今

回の収集業務で私はこのガンビア国を通
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過 して,セ ネ ガル 最 南 部,ギ ニ ア ・ビサ

ウ 国 と境 を接 す るカ ザ マ ンス地 方 を訪 れ

た。1974年 以 来 セ ネガ ル に は3度 滞在 し

て い る が,い つ も北 東 の 乾 燥地 域 を訪 れ

て い た ので,こ の カザ マ ンス地 方 は私 に

と って は初 めて 訪 れ る土 地 で あ った。

　 カ ザ マ ンス地 方 は西 の 大 西 洋側 か ら内

陸部 に か け て,Basse　 Casamance(カ ザ

マ ンス低 部,ジ ガ ン シ ョー ル を 中心 とす

る),Moyenne　 Casamance(カ ザ マ ン

ス 中部,セ デ ィウ を 中心 と した 部 分),

Haute　 Casamance(カ ザ マ ンス高 部,

コル ダ か ら ヴ ェ リ ンガ ラ に か け て の 部

分)の 三 つ に わ け られ て い る。私 は 西 の

ジガ ン シ ョール か らコル ダ に向 け て 収 集

活動 を お こな った 。

　 セ ネ ガ ル 北東 の ジ ョロ フ地 方 で は ウ ォ

ロ フ族,フ ル ベ族 だ け とい って よい住 民

構 成 で あ った が,カ ザ マ ンス 地 方 の住 民

構 成 は 多 様 で あ る 。 西 か ら デ ィオ ラ族

(フ ォニ イ と フル ップ に わ か れ る),マ ン

ジ ャク族,マ ンカー ニ ュ族,バ ラ ンテ族,

ソセ族,マ ンダ ング族,フ ル ベ族,そ し

て カザ マ ンス河 で 漁 業 を お こな う トゥク

ル ー ル族(セ ネ ガル 最 北 部 の セ ネ ガ ル 河

流 域 か ら移 住 して きた 人 々)な どで あ る。

さ らに,主 と して商 業 活 動 を して い る ウ

ォ ロ フ族,サ ラ コ ッ レ族 の 人 々 も多 い 。

伝 統 的 に 男女 と も稲 作 を 中 心 と し,共 同

体 に もと つ くacephalousな 社会 構 造 を

もつ デ ィオ ら族 に対 し,マ リ国 か ら強 力

に発 達 した階 級 組 織 を も って は い り こん

で きた マ ンダ ング族,セ ネガ ル 北 部 の フ

ェル ロ地 域,あ る い は マ リ国 の マ シナ地

方 か ら牛 を と もな って や って き た が,現

在 は マ ンダ ング族 と同 じ よ うな 農耕 を主

とす る フル ベ族,カ ザ マ ンス 河 で の漁 業

に活 路 を求 めた トゥクル ー ル族 な ど,文



小川　 西アフリカ収集調査行から

化 的 に もま こ とに 多様 な地 域 で あ る。

　 北 東 部,ジ ョロ フ地 方 の それ と比 較 す

る意 味 で,以 下,カ ザ マ ンス地 方 で の 収

集 品 の うち農 具 につ い て だ け記 す が,初

め て訪 れた 土 地 で あ る こ と,ま た 収 集 活

動 の時 間 が きわ めて 限 られ た もので あ る

こと な ど か ら,く わ しい 調 査 をす る こ と

は で き な か った。 当地 方 で収 集 した農 具

に つ いて 以 下,簡 略 に述 べ る内容 は文 献

に もとつ く もの が 主 で あ り,参 考 に した

文 献 はPau】P61issierの 著,『Les　Paysans

de　S6n6ga1』(1966)で あ る こと を お こ

とわ り して お く。

　 ま ず西 側 の デ ィオ ラ族 か らみ て ゆ くと,

この 部族 の最 大 の特 色 は豊 か な湿 地 帯 を

利 用 した 稲 作 で あ る。 この 地 域 は セ ネ ガ

ル で も最 も降雨 量 が多 く,年 間 で1300ミ

リか ら1500ミ リに達 し,雨 季 は6月 半 ば

か ら10月 末 に 及 ぶ 。男 女 と もに稲 作 に従

事 す る点,ま た 先 に述 べ た よ うに家 族 を

中心 と した 共 同 体 が 横 に つ な が った 社 会

組 織 を も って お り,し た が って セ ネ ガル

の他 の部 分 にみ られ るカ ー ス ト的 な社 会

階 級組 織 を 一 切 もたな い 。　 (宗教 上 の指

導 者 が い る こ と は もち ろん で あ る。)こ

の 平等 性 を基 盤 と した 社 会 構 成 は,東 側

の マ ンダ ング族 が 厳 しい 階 級 制 に も とつ

い て お り,稲 作 も男 は一 切 お こな わ ず も

っぱ ら女 の手 に ゆ だね られ て い る こ と と

く らべ る と,き わ だ った 特 質 で あ る。

　 こ の 稲 作 農 耕 を さ さえ て い るの が

爾 醐40と よ ば れ る柄 の た い へ ん 長 い ス

キ具 で あ る。(P61issierの 本 にはka1endo

と記 され て い る。)

　 雨 季 に はい る前,は や けれ ば3月 頃 か

ら,や が て 水 にお お わ れ る湿 地 帯 の 整 備

を しな けれ ば な らな い。 水 を か こ い こむ

た めの堰 をつ く った り,土 を深 く掘 り返

写真5　 カジャン ドのスキ部

して 空 気 を 通 し,雑 草 の 根 を 切 り,表 に

さ らす こ とで雑 草 を枯 ら し,養 分 と して

土 に と りこみ,さ らに畝 を つ くるた め の

道 具 が カ ジ ャ ン ドで あ る。 この カ ジ ャン

ドはP61issierに よ る と熱 帯 ア フ リカの

他 の ど こに もみ られ な い特 徴 的 な もの で

あ る と い う[PELIsslER　 l　966:738]。 カ

ジ ャ ン ドは二 つ の部 分 を組 み あわ せ て で

き て い る。 一 つ は長 い柄 で あ り,こ の 柄

だ け で2メ ー トル ほ どあ る。 直 径 は4～

5セ ンチ あ り,一 方 の 端 は ス キ部 を しば

りつ け る た め に平 た くけ ず って あ り,他

方 の端 は飾 りと して 丸 玉状 に な って い る。

ス キ 部 は 長 い ヘ ラ状 で あ り,先 端 の縁 は

薄 く鋭 く削 られて い る。 ヘ ラ部 は普通 直

線 状 で は な く,い く らか 凹 状 に な って い

る。 ヘ ラ部 の 長 さ は45セ ンチか ら75セ ン

チ,幅 は12セ ンチ か ら20セ ン チ とヴ ァ ラ

エ テ ィ ーが あ るが,そ れ は土 質 に あ わ せ

て 各 人 が 工 夫 す るの だ とい う。 ヘ ラの く

ぼ み も各 人 の 工 夫 に よ って い る。 つ ま り,

砂 土 が多 く含 まれ軽 い土 質 の と こ ろで は

幅 広 で くぼ みの 少 な い ヘ ラで よ いが,粘

性 の強 い重 い土 質 の と ころで は幅 の狭 い,

くぼ み の大 きい ヘ ラが使 わ れ る。 かつ て

は ヘ ラの先 端 部 を 火 に あ て て硬 く して い

た と い うが,現 在 で は 鍛 冶 屋 が作 る蹄 鉄

形 の鉄 刃 を は かせ て い る。 ヘ ラの他 方 の

端 は柄 に と りつ け るた め の 頑 丈 な突 起 と

な って い る 。 と りつ けは も ち ろん 釘 に よ

るの で はな く,紐 で しば りつ け る。 紐 と
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写真6　 ド ン コ ト ン

して は 自 然 の 蔓 を 使 った り.Borassecs

flabetliferの 繊 維 を用 い る。　P61issierが

お も しろい 話 を 註 で述 べ て い るの で そ れ

を付 記 して お こ う。 この カ ジ ャ ン ドは 機

能 的 に もま こと に秀 れ た もので あ り,形

も最適 で あ り現 代 の 産業 製 品 は これ に代

る どの よ うな もの も作 り得 な い と い う。

今 か ら30年 ほ ど前,あ る会 社 が カ ジ ャ ン

ドの 形 を 全 くコ ピー した 金 属 ベ ラを売 り

出 した が,値 段 の安 さ に もか か わ らず 普

及 しな か った とい う。 柄 に対 して ヘ ラ部

の 重 さの 平衡 が とれ て い なか った こと,

お よび 摩 耗 度 が激 しか った こ とな どが理

由で あ る とい う[PELIsslER　 1966:741]。

ち なみ に カ ジ ャ ン ド の 材 料 とな る 木 は

「鉄 の 木 」 とよ ばれ る 」陥 妙αsenegalensis

で あ る。

　 Basse　 Casamanceを 離 れ,　Moyenne

お よ びHaute　 Casamanceに 来 る と マ

ンダ ング族 が多 くな る。 マ ンダ ング の男

は トウ ジ ン ビエ,モ ロ コ シ,ト ゥモ ロコ

シ,お よ び換 金 作 物 と して の南 京 豆 をつ

くる。 男 の農 作 業 で 特 徴 的 な道 具 は マ ン

ダ ング語 でdonkoton,フ ル ベ はdaramba

と よぶ手 鍬 で あ る。 楕 円形 を 極端 に した

よ うな形 の ヘ ラ部 に対 して 鋭 角 状 に と り

つけられた柄が特徴である。人は腰をふ

たつに折るようにして ドンコ トンで表土

をす くいとり,脇 にかえしてゆくことで

畝を作ると同時に,土 に風を通す。土は

やわらかくされ,畝 をつ くることによっ

て水の吸収,水 ハケがよくなる。また播

種も直線状にすることができる。 ドンコ

トンは播種前の整地に使われるばかりで

なく,除 草にも使え,雨 で流れる土を畝

にもどすことで畝の補強 もなされる。 ド

ンコ トンによる作業は骨の折れるもので

あることは確かだが,し かしまた ドンコ

トンのお陰で同じ土地を休閑させず何度

も使えるということから,新 しく土地を

開墾するよりは労力の節約になるという

利点がある。

　 稲作に従事するマンダング族の女性が

使う鍬を最後に述べておこう。 これはバ

ッロbarroと よばれ,立 って使 うもので

ある。ふたまたになった木の枝の一方を

短か く切り,そ こに鉄の刃をはめこんだ

ものであるが,デ ィオラ族の男が使うカ

ジャンドに比べると刃(ヘ ラ)の 部分は

ずっと小さい。女性の肉体的力にみあっ

た ものであろう。雑草をとると同時に表

土を浅 く掘りかえす ことができる。
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　カザマンス地方では各部族の特色を示

す農具を収集できたと同時に,デ ィオラ

族が作る多種の編みカゴ類,食 器,椅 子

などの日常用品,カ ザマンス河で漁業に

従事する トゥクルール族が使 う舟の権,

西アフリカに広 く分布 している トンボ玉

の首飾りなど多くのものを収集しえたが

それ らについては今はふれないでおく。

(2)楽 器

　 今 回 収 集 した 熱帯 ア フ リカの 楽 器 は12

種,26点 で あ り,そ れ ほ ど多 くはな い 。

収 集 した 順 序 に従 い列 挙 す る と次 の 通 り

で あ る。

　 ザ イ ール 国 の 竪 琴(ハ ー プ)

　 フル ベ族,4絃 の リュー ト

　 デ ィオ ラ族,ガ ラガ ラ(5点)

　 ギ ニ ア ・ビサ ウか らセ ネ ガル ・カザ マ

　 ンス地 方 の 村 に 移 住 して きた フル ベの

　 男 が も って い た 横 笛

　 トゥ クル ール 族,7絃 の リュ ー ト

　 フル ベ,1絃 の 小 バ イ オ リン(弓 奏 楽

　 器)(3点)

　 ソセ族,1絃 の リュー ト

　 マ ンダ ング族,コ ー ラとよ ぶ ハ ー プ ・

　 リュー ト(大 型2点,小 型1点)

　 ザ イー ル国 の ス リ ッ ト ・ドラム

　 トー ゴ,エ ウェ族 の ガ ラ ・ガ ラ(3点)

　 トー ゴ,エ ウ ェ族 の ゴ ング(4点)

　 エ ゥ ェ族 の金 属 製 カ ス タ ネ ッ ト(2点)

　 上 記 の うち,ザ イ ール 国 の ハ ー プ,ス

リッ ト ・ドラ ム,お よび トー ゴ国,エ ゥ

ェ族 の ガ ラ ・ガ ラ,カ ス タ ネ ッ ト,ゴ ン

グ以 外 の もの はす べ て 使 用 して い る人 々

か ら直 接 ゆず り うけ た もので あ る 。

　 こ こで は フル ベ族 の リュー ト,1絃 の

小 バ イ オ リン,お よ び マ ンダ ング族 の ハ

ー プ ・ リュー ト
,コ ー ラにつ い て 簡 単 に

記 して お こ う。

　 セ ネ ガ ル の フル ベ族 の うちwambaaBe

と よば れ る 楽 師 の み に 所 有,お よ び 使

用 が 限 定 され て い る4絃 の リュー ト,

hoddκ/(pl・)kolliに つ い て は,そ の起 源

に関 す る口伝,各 部 の名 称 な ど は 『民 博

通 信 』No.5,各 個 研 究 メモ 欄へ の 寄稿

に記 して お い た。 この リュー トは 擾 を使

って ひ くの で はな く指 奏 す る もの で あ る 。

この種 の 楽 器 は 弓琴 か ら発 達 した とみ ら

れて い るが[黒 沢 　 1972:322],セ ネガ

ル の フル ベ族 に は 弓琴 は み られ な い。 ア

フ リカで リュ ー トが 多 くみ られ るの は西

ア フ リカの サ ヴ ァンナ地 帯 で あ り,ま た

この地 域 で は マ ンダ ング族 の コー ラの よ

うな ハ ー プ ・リュ ー ト,お よ び単 声 歌 唱

法 が特 色 的 にみ られ る とNketiaは 述 べ

て い る[NKETIA　 1974:7]。

　 美 しい メ ロデ ィー を 奏 で る楽 器 と して

知 られ る コ ー ラ はセ ネガ ル南 東部,ギ ニ

ア,マ リな どで 使 わ れ て お り,や は り楽

師 の み に所 有,使 用 が 限 定 さ れ て い る。

楽 師 は コー ラを ひ き なが ら首 長 の家 系 を

朗 唱 した り,英 雄 に関 す る伝 説 を うた っ

た り して生 活 を成 り立 た せ て い るの で あ

り,楽 師 に と って コー ラ は生 活 の 糧 と直

結 して い る 。私 は コル ダ に 在 住 して い る

楽 師 か らコー ラを ゆず り う けた の で あ る

が,そ の 時 楽 師 は,「コー ラを 買 い と る と

い うの で あ れ ば,私 の家 全 部 を 買 い と っ

て くれ 」 と言 った 。つ ま り,コ ー ラを 買

い と るの は,楽 師 の家 族 も含 めた 家 一 軒

全 部 を 買 い とる の と 同 じだ と い う意 味 で

あ る。 その 楽 師,お よ び息 子2人 が コー

ラを も って い た た め に,譲 って も らう こ

とが で きた の は幸 運 で あ った 。

　 コー ラを ハ ー プ ・ リュ ー トと述 べ,リ

ュー トと区 別 す るの は次 の理 由 に よ る。
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写真7　 コ　 ー　 ラ

つ ま り,絃 が 樟 と平 行 にな って い る点 で

は ど ち らも同 じだ が,リ ュー トの場 合,

複 数 の 絃 は い わ ば水 平 に横 に並 ん で い る

の に対 し,ハ ー プ ・ リュー トの場 合,複

数 の 絃 は共 鳴部 の膜 面 上 に垂 直 に お かれ

た プ レー トに支 え られ て 垂直 に並 んで い

る。 プ レー トの両 端 には絃 を通 す き ざみ

が つ け られて い る。 マ ンダ ング族 のハ ー

プ ・リュー トは ア フ リカで も最 も絃 の 数

の 多 い もの で あ る らし く(c£NKETIA

l974:104),21絃 あ る。左 側 に11絃,右

側 に10絃 で あ る。 か つ て は羊 腸 を 絃 に し

て い た が,現 在 で は ナ イ ロ ン絃 で あ る。・

　 さ て,1絃 の 小 バ イ オ リンで あ るが,

これが リュー ト,ハ ー プ ・リュー トと異

な る点 は指 で はな く弓で ひ く ことで あ る。

セ ネ ガル の フル ベ族 の場 合,先 に 述 べ た

hoddZtと 異 な り,男 性 な らば 誰 が 所有 し
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て も,使 用 して もよい 。 とは いえ,壮 年

あ るい は老年 の男 が これ を ひ くこ と はな

く,結 婚前 の若 い 男 性 が み ず か ら製 作 し,

使 う。(こ の楽 器 を 購 入 した際 の 顯 末 に

つ いて は 『月刊 み ん ば く』第3巻,第5

号 に記 して お い た。)

　 適 度 の大 きさの ひ ょうた ん を二 つ に割

り,樟 を と りつ け,グ ン ドと よ ばれ る大

トカゲ の皮 を は り,そ れ に 馬 の尻 毛 を 数

本 束 ね た絃 を は った,む しろ簡 素 な 作 り

の もの で あ る。 や は り馬 の 尻毛 を 利 用 し

た 弓 で ひ く。 この 種 の 弓 奏楽 器 の 発 祥 は

中央 ア ジア,イ ン ド,ア ラ ビア地 区 とみ

られ て お り(c£ 黒 沢 　 1972:350),ア

フ リカ に導 入 され た の も,リ ュー トな ど

に くらべ れ ば比 較 的 新 しい時 代 の こ とで

はな い か と思 われ る。 西 ア フ リカの サ ヴ

ァ ンナ地 帯 で多 くみ られ,ま た,そ の使

用 が特 定 の人 々 に限 られ て い な い点 が特

色 で あ る。 イ ス ラム教 の 西 ア フ リカへ の

導 入 と相前 後 して い るの で は な か ろ うか 。

(こ の点 に 関 し,東 京 外 国 語 大学,AA研,

川 田順 造 氏 か ら 御 示 唆 を いた だ い た 。)

西 ア フ リカ の 弓奏 楽 器 とイ ス ラム教 の 導

入 を直 結 して考 え る こ とは で き ない にせ

よ,ア ラブ文 化 と密 接 な 関連 が あ る こ と

は確 か だ ろ う。 た とえ ば,黒 沢 隆 朝 の著,

P・351に 示 され た 北 ア フ フカ,ム ー ア人

の グス レ とよ ばれ る楽 器 と,西 ア フ リカ

各地 の 弓奏 楽 器 は 大 変 よ く似 て い る し,

チ ャ ド国,テ ィベ ス テ ィ地 方 の テダ族 で

民族 音 楽 の調 査 を したBrandilyは,テ

ダ族 の 弓奏 楽 器 肋 麓 が トゥア レグ族 の

襯 都4に 酷 似 して い る こと を記 して い る

[BRANDILY　 　1974:83]。

　 「民 博 通 信 』 に も記 した が,フ ル ベ族

に お いて は,彼 らが至 上 の 財 産 とす る牛

はhoddu(リ ュー ト)の音 に の って あ らわ
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れ た と され,従 ってhodduを た いへ ん 貴

重 な もの とみ な す の に対 し,弓 奏 楽 器 で

あ る 妙 磁妙oo彪 に は そ れ ほ ど の価 値 が 与

え られ て い な い 。 これ は,テ ィベ ス テ ィ

の テダ 族 にお い て 全 く同一 の素 材 に絃 を

は りか え る こ とに よ って リュ ー ト,あ る

い は 弓奏 楽 器 と して 使 わ れ て い る もの が,

弓奏 楽 器 と して 使 わ れ る時 に は低 い 価 値

しか与 え られ て い な い こと と共 通 して い

る(c£BRANDILY　 1974:】82-183)。

　 今 回 の 収 集 調 査 で は先 に述 べ た マ ンダ

ング族 の コー ラ,弓 奏 楽 器,さ らに1絃

の リュ ー ト(ソ セ 族)な ど につ いて は十

分 な調 査 が な され て お らず,い ず れ 西 ア

フ リカの 弦 楽 器 に つ い て詳 しい調 査 を し

た い と願 って い る。

4.お わ り に一 謝辞にかえて一

　 今 回 の西 ア フ フカ 調査 で は ま こ と に多

くの方 々 のお 世 話 に な った 。各 地 の村 で

こ ころ よ く資 料 を 譲 って下 さ った方 々に,

い ち い ち お名 前 を あ げ る こと はで きな い

が まず 心 よ りお 礼 申 しあ げ る。

　 セ ネガ ル 国,ダ カ ー ル在 の 日本 大 使 館

館 員 の皆 様 に も多 くの御 親 切 を いた だ い

た。 外 務 省 を とお して正 式 な便 宜 供 与 依

頼 を して い な か った に もか か わ らず,ま

ず 内 田 園生 大 使 に は,ご 自 身 の時 間 を お

割 き いた だ くな ど,い ろ い ろ と お世 話 に

な った 。

　 Keita名 取 氏,　 Samba　 Tall氏 と は

1974年 以 来,私 が セ ネガ ル に行 くた び に

御 親交 を いた だ い て い る が,今 回 も収 集

業 務 に 関す る諸 便 宜 を お は か りい た だい

た 。Keita名 取 氏 は ジin・一 ナ リス トで

あ る マ リ国 人 の 御 主 人 と娘 さ ん2人 と と

もに,す で に数 年 来 ダ カ ー ル に居 住 して

お られ る方 で あ る。 ダ カ ー ル を訪 れ る 日

本人のほとんどすべての人が何 らかの世

話になっており,私 もその例外でないど

ころか,し ばしばそのご好意に甘えさし

ていただいている。日本を遠 くはなれた

土地で,目 だたぬながら故国の同胞に親

切を惜 しまれぬその態度に,心 からの敬

意とともに深い感謝の気持を捧げたい。

Samba　 Tall氏 にも今回もまた御家族 ぐ

るみのご親切をいただいた。特に今回は

タバスキの祭 りにおいて犠牲として羊を

屠る模様の写真撮影に力を貸 していただ

いた。

　峯岸よしお氏,石 田文化担当官にもさ

まざまの御配慮をいただいた。峯岸氏に

は,1976年 以来,ご 家族 ぐるみの御親交

をいただいてきたが,現 在は,シ カゴの

日本領事館に転任されてすでにおられな

い。石田文化担当官は日本の映画をセネ

ガルの村落部で上映するなど意欲的な活

動を現在 も続けておられる。

　同大使館にすでに3年 勤務 しておられ

る小瀬武氏にはことのほかお世話になっ

た。1976年 以来の親しい友人である同氏

は私の宿の心配をして下さったのみなら

ず,資 料整理のこまかな仕事まで手伝っ

て下さった。心か らお礼申しあげる。ま

たBen-Said夫 人は運送会社 との連絡を

おとり下さった上,現 地でタイプ ・ライ

ターをもちあわせない私のために,手 す

きの時間を利用 してパ ッキング ・リス ト

のタイプをして下さった。

　黒アフリカ基礎研究所(IFAN)博 物

館の館長Bodiel　 Thiam氏 をはじめ,

同博物館の職員,Abibou　 Diatta氏,

Aboudou　 Bodian氏,　 Mbay氏 などの

方々には言葉につ くせないほどのお世話

になった。Thiam氏 はIFAN所 属の研

究者用の宿舎の一室を私に提供 して下さ
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った 上,資 料 の 発送,荷 造 りに至 る まで

を 率 先 指 導 して下 さ った。

　 トー ゴで は昨年,本 館 に短 い な が らも

滞 在 され た こ との あ るN'sougan　 Agble-

magnon氏 の 甥 に あ た られ るGalley

Komi氏 の お世 話 を うけ た。 また,ト ー

ゴ国立 科 学 研 究 所(lnstitut　 National　 de

la　Recherche　 Scient迅que)所 長,　Sossah

Kounoutcho氏 を は じめ とす る 所 員 の

方 々に もお世 話 に な って い る 。

　 さて,最 後 にな った が,今 回 の公 務 出

張 期 間終 了 後,財 団 法 人 人 間博 物 館 リ ト

ル ワー ル ドの御 好 意 に よ り,私 は 同博 物

館 の豊 田信 幸 氏,お よび 東 京 外 国語 大 学

ア ジ ァ ・ア フ リカ言 語 文 化 研 究 所 の川 田

順 造 助 教 授 の お供 を して,1978年12月23

日 よ り1979年1月24日 まで,オ ー ト ・ボ

ル タ,お よび マ リを訪 れ る機 会 を もつ こ

と がで きた 。 この こと に関 して は公 務 出

張 期 間 終 了後,個 人 研 修 と して 出張 の延

長 を お 認 め下 さ った本 館 の梅棹 忠 夫 館長

を は じめ,労 を お と りい ただ い た 各 研 究

部 長,お よび 当 館 管理 部,な らび に文 部

省 の 関係 者 の 方 々 に心 か らお礼 を 申 しあ

げ た い 。 また 当時,人 間 博物 館 リ トル ワ

ール ドの主 任 研 究 員 を して お られ,現 在,

東 京 大学 教 養 学 部 助 教 授 の 大貫 良 夫 氏,

お よび 財 団法 人 リ トル ワ ール ドの リ トル

ワー ル ド建設 室次 長,大 木 環 氏 に は経 験

不 足 の 私 を わ ざ わ ざ今 回の 収 集 調 査行 に

お さそ い い た だ い た ご好 意 に深 く感 謝 と

お礼 を 申 しあ げ る。

　 全 行 程 を 共 に す る こ とはで き なか った

が,オ ー ト ・ボル タ,マ リで の収 集 調 査

旅 行 は私 に と って ま こ とに得 る と ころが

大 で あ った 。 川 田順 造 助 教授 か らは調 査

に対 す る基 本 的 な 姿勢 を教 え られ た し,

ま た細 か な点 にい た るま で数 多 くの懇 切

な御教示をいただいた。豊田信幸氏には

物心両面にわたって支えとなっていただ

くことができた。いずれにして も,オ ー

ト・ボルタ,お よびマリの今回の調査行

は私にとって新 しい展望を開くものであ

った。お世話になったすべての方々にあ

らためて深く感謝の意を表したい。
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